
1 

 

始めに「①（仮称）健康都市こうふ基本構想について」で

あります。 

Ｈ31 年 4 月には中核市に移行して保健所等の設置など、

県からの移譲事務を受けられ、更に本市として現在の甲府

市保健センターの機能を統合し、総合健康支援センターを

開設するご構想があることをお聞きしています。この総合

支援センターでは、医師などの専門職が配置され、市民の

健康データーを専門的識見で分析、診断できることとされ

ていることを承知しています。 

また今 12月の広報こうふ特集記事「よっちゃばれ放談会」

の紙面では、「少子高齢社会における健康づくり」テーマの

4 項目に渡り、樋口市長と有識者の方々との意見交換内容を

見させて頂きました。これについては 11 月の記者会見でも

市長から「健康都市こうふ基本構想」を年度内に策定する

と表明されており、今 12 月には「健康長寿のまちづくり」

をテーマとして、有識者との意見交換を行い、更に来年２

月を目途に地域別に健康に関するパネルディスカッション

が行われるとお聞きしました。 
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矢継ぎ早に実行に向けて皆さんから広く意見をお聴きし、

具体的政策としても今議会に於いて来年度から取組む「健

康ポイント事業」の補正予算を提案されているに及んで、

広報に記載ある市長の『甲府市の「人」も「地域社会」も、

そして「まち」も健康にしていくという私の想いを、年度

末を目途に「仮称・健康都市こうふ基本構想」として取り

まとめて＜中略＞今後の市政運営の重要な柱の一つとして

加重化していきます』に凝縮して述べられておりました。 

八王子の会派視察で見せて頂いた業務委託のキドキドと

行政のコラボ、公明党も推進している「児童の体力増進」

です。広報では市長も語られていた、子どもの「運動遊び」

記事を読ませて頂きました。中核市移行を目指し、今年度

から健康都市構想に取り組まれることは、甲府市民全体の

福祉向上に繋がることであり、誰も成し得ない、新たな挑

戦として意義ある素晴らしいことと、市民からも高く評価

されることだと深く想います。そこで質問します 

①中核市・甲府市が目指す「健康都市こうふ」について、

市長の思う「ありたき姿」をお示し下さい。また、健康都
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市こうふ基本構想を策定する主旨は何か、目指すべきビジ

ョンについて、当局の御所見をお示しください。 

 

②二点目、19 歳以上を対象とした甲府市健康ポイント事

業について、「食」に関する健康セミナーを含み、事業概要

と目的をお示しください。 

 

③三点目、19 歳以下、特に小学校入学前の幼児を対象に

した「子どもの健康増進策」は必要であり、先月、11 月に

山梨大学や民間企業と連携し、ＩｏＴ（アイオーティー）

を通じて、子どもの体力、運動能力の向上を目指すという

実証事業を行っていましたが、ここでの「運動遊び」を、

新設される総合健康支援センター近くに常設し、乳幼児の

集団健康診査やパパママクラス、離乳食教室など窓口利用

の利便性向上と共に子どもの「運動遊び」で「児童の体力

増進策」を行うことが必要と考えますが、当局の御所見を

お示しください。 
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「健康都市こうふ」について 

〇答弁者 樋口雄一甲府市長 

私は、すべての市民が明るい未来を展望し、健やかに、

そして心豊かにくらすことができる「笑顔あふれるまち」

の創生に向けて、未来を担う子どもたちの健やかな成長を

支える「子育て、子育ち」と 地域経済の活性化や賑わいの

創出を進める「稼ぐ、稼げる」を核とする中で各般の施策・

事業を積極的に推し進めてきたところであります。 

こうした中、中核市への移行や、開府５００年を迎える

本市の限りない発展の一歩を刻むため、新たに「健康づく

り」をキーワードに誰もが住み慣れた地域において、活き

活きと元気な生活を送れる、人生を思いきり楽しめる、そ

んな甲府を創りあげてまいりたいと考えております。 

これまでも、本市では、健康教育や健康相談などへの  

きめ細かな対応をはじめ、生活習慣病の発症リスクが高ま

る４０歳以上の方への健康受診のアプローチや、健康受診

の生活改善に向けた保険指導、更には、血糖簡易測定の実
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施など各種の疾病予防・未病対策を実施してまいりました。 

しかしながら、成人期における国民健康保険加入者の 

特定健康診査・がん検診の受診率が、国・県に比較して  

低調である点や、時代の担い手となる「児童の体力」が全

国平均を下回るなど、憂慮すべき状況も見受けられること

から、改めて「健康」に関わる取組に焦点をあて、本人や

家族だけに留まらず、地域社会全体で「健康づくり」に係

る、施策・事業を強力に推進していく必要があると捉えた

ところです。 

この様な観点から、私は、次の３点を主軸に捉えて、「健

康づくり」に繋がる取組みを展開して参りたいとかんがえ

ております。 

その一つが、子どもから高齢者にわたる全世代、特に健

康に無関心な層を対象に各種データーを用いた健康増進策

等を講じる「人の健康づくり」であり、その先駆けとなる

取組が、「健康ポイント事業」や「ＩｏＴ技術を活用した子

どもの体力・運動能力向上に向けた実証事業」であります。 

二つ目が、地域のコミュニティや家族、学校や職場まで
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も対象とした、ふれあい・絆の醸成や情操教育などによる

「地域社会の健康づくり」、 

そして３つ目の柱が、「歩く」をコンセプトにした基盤整

備や、生活環境の質の向上などを進める「まちの健康づく

り」であります。 

更には、こうした取組を通じて、社会保障費等の縮減な

どによる「行政のけんこうづくり」をも目指していきたい

と考えており、このような私の想いを、「（仮称）健康都市

こうふ基本構想」として今年度中にとりまとめてまいりま

す。 

「甲府の健康づくり」は、「子育て・子育ち」、「稼ぐ・稼

げる」に続く、今後の市政運営の重要な柱の一つとして、

関係諸施策を積極的に展開し、誰もが、いつまでも人生を

思い切り楽しめる『健康都市こうふ』を実現してまいりた

いと考えております。 

 

甲府市健康ポイント事業について 

〇答弁者 樋口雄一甲府市長 
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来年４月から実施を予定しております健康ポイント事業

につきましては、市民の健康に対する関心を高め、健康的

な生活習慣を実践する、きっかけとなる事業として、取り

組んでまいりたいと考えております。 

この事業は、運動無関心層の取込みや、性別や年齢に応

じた、１日あたりの一定歩数の維持により、ＢＭＩや筋肉

量の改善を図るなど、市民の健康づくりや介護予防の実践

活動を促進し、その結果として、医療費などの抑制に繋が

るものと考えております。 

健康ポイントの付与基準につきましては、国の「第二次

健康日本２１」における歩数の目標値や、国の「国民健康・

栄養調査」における全国と山梨県の平均歩数の違いを踏ま

え、性別や年齢に応じた１日当たりの基準歩数を本市独自

に定めたところであります。 

また、ＢＭＩの改善状況や、体脂肪率及び筋肉量による

体型判定により、ポイントを付与するとともに、生活習慣

の改善を目的とした「食」に関する健康セミナーなどに参

加した場合にもポイントを付与してまいります。 
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こうした健康ポイント事業に参加された方の内臓肥満検

査を事業の実施前と実施後に行うとともに、行動変容アン

ケートを実施することにより、事業効果の分析と評価を行

ってまいります。 

その上で、更に本市の実態にあった、健康ポイント事業

について検討を重ね、既存の健康づくり事業との連携を図

りながら、市民が健康で生き甲斐を持ち、人生を楽しめる

まちづくりを進めてまいります。 

 

子どもを対象とした「運動要素を取り入れた遊び」につい

て 

〇答弁者 総合戦略監 窪田淳 部長 

本年１０月１８日に公表されたスポーツ庁による 

「体力・運動能力調査」におきましては、子どもの体力運

動能力は、平成２８年度に県が実施した新体力テストによ

ると全国の平均値を下回る結果となっており、文部科学省

の「幼児期運動指針」におきましては、「子どもの体力・ 

運動能力」の低下が思考力や判断力、コミュニケーション
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力の低下に影響を及ぼすとされており、子どもの体力・ 

運動能力の低下を防ぐためには、運動全般の基本的な動き

を身に付けやすい３歳から 6 歳までの幼児期に、様々な 

動きを通じて、多様な動きを経験することが重要であると

示されております。 

こうした現状を踏まえ、体力・運動能力の向上や、運動

習慣の定着による健康づくりに「遊び」を効果的に結びつ

けていく観点に立ち、今年度、総務省ＩｏＴサービス創出

支援事業に採択された実証事業を山梨大学や民間企業と 

連携して実施したところであります。 

この実証事業は、幼児期の子どもを対象とした運動要素

を取り入れた遊び、いわゆる「運動遊び」を通じて発現 

する「基本的な動き」と「活動量」を身体に装着した端末

機器により測定し、その結果をアプリケーションによって

「見える化」することによる効果や、子どもの興味や関心

を引き出し、子どもが自発的に「運動遊び」に夢中になる

状況を作り出すプレイリーダーの誘導による運動効果等を

実証するものであります。 



10 

 

さらに、実証環境を体験して頂くイベントを開催するな

かで、「運動遊び」に関するアンケートを実施し、保護者の

意識やニーズの把握につとめたところであります。 

今後におきましては、これら実証とアンケートの結果を

踏まえ、議員ご提案の乳幼児に関連する事業との連携も視

野に入れ、「運動遊び」を通じて「子どもの体力・運動能力

の向上」に繋がる事業につきまして、様々な観点から多角

的に検討してまいります。 

 

 

〇再登壇にて要望 佐野弘仁 

市長からは具体的に目指される「健康都市こうふ」の 

「ありたき姿」について、想いをお聞きできました。 

前段でも申し述べましたが、この想いに立たれ、市長は

既に矢継ぎ早に行動を起こされ、具体的に方向性を指し示

されていること、健康増進で行う市民福祉向上のため、成

功に向け是非ともみんなで応援して、更に前へと進めたい

との思いに立たせて頂きました。 
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また、ビジョンとしても市長の指し示す方向性を実行す

べき公共政策として具体的に、施策・事務事業として落と

し込みが図られ、更に既存の健康づくり事業とも連動して

VerUp が図られて行くと言うことは、公共政策として目的

手段の連鎖構造の構築が成されていくこと、制度設計内容、

施策構築の方向性を含め評価できるものと考えます。 

また、本市小中学生の体力・運動能力では全国平均値を

下回る結果であり「子どもの体力・運動能力」の低下は全

体に悪影響を及ぼし、改善するためには３歳から６歳まで

に、様々な遊びを通じて、多様な動きを経験することが重

要とのご答弁がりました。11 月 22～27 日に総合市民会館

で行われた、本市キドキドさんのイベントで、ご答弁の通

り「運動遊び」に関するアンケートが実施され、保護者意

識やニーズ把握をされましたが、実際に私も 26 日に伺い、

親御さんにお聞きしたところ、八王子と同じくポーネルン

ド、キドキドさんについては、大いに今後も実施して欲し

いとのお声を沢山お聞き出来ました。 

当局から『「運動遊び」を通じて「子どもの体力・運動能
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力の向上」に繋がる事業展開につきまして、様々な観点か

ら多角的に検討』との力強いご答弁もあった事から、子育

て世代を中心に窓口利用の利便性向上も併せ、総合健康支

援センター近くに常設し、官民一体の「運動遊び」で「児

童の体力増進策」を進めることが必要であると考え、この

事業は後程質問致します子育て若者世代の中心街交流人口

増化策とも関連出来ることから是非とも推進して戴きたい

と強く願い要望します。 


